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大朝・福光酒造の「朝光」が復活大朝・福光酒造の「朝光」が復活
（２・３ページに関連記事）（２・３ページに関連記事）



　

大
朝
地
域
で
古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て

き
た
福
光
酒
造
の「
朝
光
」が
、こ
の
春
、

ど
ぶ
ろ
く
と
し
て
復
活
し
ま
す
。
13
年

前
に
一
度
は
廃
業
し
た
も
の
の
、
４
代

目
蔵
元
の
福ふ

く
み
つ光 

寛ひ
ろ
や
す泰

さ
ん
が
地
域
の

方
々
と
共
に
、
蔵
の
再
興
に
奮
闘
。
４

月
27
日
（
土
）
の
「
お
お
あ
さ　

わ
さ

ま
ち
」
で
、
い
よ
い
よ
お
披
露
目
さ
れ

ま
す
（
27
日
午
前
11
時
発
売
予
定
）。

　

福
光
酒
造
は
昭
和
８
年
に
寛
泰
さ
ん

の
曾
祖
父
が
創
業
。
曾
祖
父
、
祖
父
は

医
者
の
か
た
わ
ら
、
酒
蔵
を
営
ん
で
い

ま
し
た
。
寛
泰
さ
ん
も
い
ず
れ
は
受
け

継
ぐ
も
の
と
思
い
、
酒
造
り
の
道
へ
。

し
か
し
な
が
ら
、
13
年
前
、
先
代
の
時

に
や
む
な
く
清
酒
の
製
造
免
許
を
返
納

し
、
福
光
酒
造
の
歴
史
は
一
旦
幕
を
閉

じ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
寛
泰
さ
ん
は
、「
酒
蔵
を

昔
の
状
態
に
戻
し
た
い
」
と
、
４
年
前

に
岩
国
市
の
酒
造
会
社
を
退
職
し
、
翌

年
春
、
本
格
的
に
福
光
酒
造
の
再
興
に

乗
り
出
し
ま
す
。
最
初
は
、「
何
か
ら

４
月
の
「
お
お
あ
さ　

わ
さ
ま
ち
」
で
ど
ぶ
ろ
く
登
場

手
を
付
け
れ
ば
い
い
か
、
途
方
に
暮
れ

て
い
た
」
そ
う
で
す
が
、
大
朝
地
域
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
明
治
初
期
に
建
て

ら
れ
た
酒
蔵
の
片
付
け
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　

再
び
清
酒
の
製
造
免
許
を
取
得
す
る

に
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
こ
と
か
ら
、
ま

ず
は
北
広
島
町
の
特
区
を
利
用
し
て
、

ど
ぶ
ろ
く
と
ワ
イ
ン
作
り
に
挑
む
こ
と

に
。「
飲
み
手
は
、
原
料
自
体
を
ど
う

育
て
て
い
る
か
も
大
事
に
し
て
い
る
」

こ
と
か
ら
、
ワ
イ
ン
に
使
う
ブ
ド
ウ
も

大
朝
産
で
、
寛
泰
さ
ん
自
ら
が
栽
培
。

ま
た
、
ど
ぶ
ろ
く
に
使
う
米
「
こ
い
も

み
じ
」
も
大
朝
の
九く

も
ん
み
ょ
う

門
明
で
栽
培
。
こ

こ
に
も
地
域
の
手
助
け
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
で
し
た
。

福光酒造株式会社
４代目蔵元

福
ふくみつ

光 寛
ひろやす

泰さん
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取
材
に
伺
っ
た
の
は
３
月
下
旬
。
ア

ル
コ
ー
ル
度
数
は
12
度
程
度
の
飲
み
や

す
い
ど
ぶ
ろ
く
を
目
指
し
、
瓶
詰
を
前

に
、
出
来
を
確
か
め
た
り
、
分
析
を
進

め
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
地

域
の
方
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ベ
ル
も
完

成
間
近
で
、「
朝
光
」
の
復
活
に
向
け

て
着
々
と
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
「
こ
の
地
域
ら
し
い
お
酒
、
地
域
の

料
理
が
お
い
し
く
な
る
お
酒
を
造
っ
て

い
き
た
い
」
と
話
す
寛
泰
さ
ん
。「
大

朝
に
来
な
い
と
飲
め
な
い
お
酒
」
と
し

て
、「
朝
光
」
の
復
活
の
み
な
ら
ず
、「
大

朝
の
商
店
街
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た

い
」
と
い
う
思
い
も
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
す
で
に
酒
蔵
を
使
っ
た
イ
ベ
ン
ト

に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
今
後
は
、

蔵
の
２
階
部
分
を
改
修
し
て
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
に
す
る
こ
と
な
ど
、
新
た
な
夢
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

わ
さ
ま
ち
で
は
、ど
ぶ
ろ
く
「
朝
光
」

を
約
１
千
本
用
意
。
ま
た
、
ど
ぶ
ろ
く

と
ワ
イ
ン
を
グ
ラ
ス
で
販
売
予
定
。
ど

の
よ
う
な
「
朝
光
」
が
復
活
す
る
か
、

注
目
さ
れ
ま
す
。

大朝の人にとっての「朝光」
　「祝いの席にも、普段の晩酌にも『朝光』
があった」と話してくれたのは、地元・大
朝地域の松

まつえ

江 貞
さだ お

夫さん。松江さんの父も、
飽きのこない、すっきりした味の「朝光」
が大好きで、松江家では、ひと月に一升瓶
を 10本購入したことも。そのくらい、な
じみ深いお酒だったそうです。
　今回の「朝光」の復活について、「そりゃ
あ、楽しみですよ」と笑顔で一言。続け
て「応援したいし、大朝の地酒だから、
協力する以外ない」
と力強い後押しも。
「しっかり味わいた
い」と、復活への
期待と待ち遠しい
気持ちが伝わって
きました。

松江 貞夫さん

筏津芸術村に
ギャラリー完成
　大朝地域・筏津にある筏津芸術村に、
ギャラリーが完成しました。「アートで
地域を元気に！」と、町内の芸術家など
で構成する団体「あーとふる大朝実行委
員会」がクラウドファンディングで集め
た資金と町補助金を活用して、元教室を
改修。実行委員会代表で、大朝地域の木
版画家・島

しまだ

田 愛
あい こ

子さんは、「地元の宝を
大切にし、活躍している作家を知っても
らいたい」と、今後は、創作活動のため
のアトリエとして貸し出すほか、ワーク
ショップや企画展を開催していく予定。
　また、４月 27日（土）～ 29日（祝・
月）に開催されるイベント「あーとふる
大朝」の際には、“海と山の交流”として、
姉妹町である大崎上島町の写真が展示さ
れることになっています。

木版画のワークショップ（３月 16日）
広島新庄高校美術部の皆さんが参加

完成記念に行われた
小田 丕昭（ひしょう）さんの作品展
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予算予算平成31年度

一般会計歳入　144億1,000万円　　（前年度　146億4,000万円）

町税
　29億3,152万3千円　 （20.3％）

分担金・負担金、使用料・手数料
　2億6,596万5千円　 （1.8％）

基金からの繰入金など
　9億4,307万1千円　 （6.6％）

地方譲与税
　2億5,231万1千円　 （1.8％）

地方消費税交付金など
　 4億8,779万6千円　 （3.4％）

町債（借入金）
 10億8,650万円　 （7.5％） 

県支出金
 14億3,582万9千円　 （10.0％） 

国庫支出金
 13億1,700万5千円　 （9.1％） 

地方交付税
 56億9,000万円（39.5％） 

※（　）は構成比

自主財源
（28.7％）

依存財源
（71.3％）

依存財源とは…
国や県から交付されるお金
と町が国や銀行から借り入
れるお金

特別会計予算
事業区分 予算額 事業区分 予算額

国民健康保険特別会計 18億 6,600 万円 芸北財産区特別会計 50万円
下水道事業特別会計 8億 7,000 万円 診療所特別会計 2億 210万円
農業集落排水事業特別会計 3億 4,100 万円 情報基盤整備事業特別会計 6億 2,100 万円
介護保険特別会計 28億 8,200 万円 後期高齢者医療特別会計 2億 9,600 万円
電気事業特別会計 7,500 万円

公営企業会計予算
事業区分 収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

水道事業 6億1,850万6千円 5億 3,194万5千円 4,000万円 2億 7,906万1千円

自主財源とは…
町が自前で調達できるお金
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人件費
 27億6,411万円　（19.2％）

扶助費
　17億624万円　（11.8％）

公債費
　22億481万円　（15.3％）

普通建設事業費
　13億5,650万3千円　（9.4％）

災害復旧費
　2億2,500万5千円　（1.6％）

積立金など
 9,569万円（0.7％） 

繰出金
  20億8,537万2千円　（14.4％） 

補助費等
  19億319万2千円　（13.2％） 

維持補修費
  2億7,231万9千円　（1.9％）

物件費
  17億9,675万9千円　（12.5％）

第２次北広島町長期総合計画に掲げる施策の実現と、財政健全
化に向けた取り組みの両立を目指して予算編成を行いました。
限られた財源の中で最大の効果が発揮できるよう、効率的な財
政運営に努めます。
問 財政課 財政係　IP☎０５０－５８１２－１８５９

特別会計への繰出金

賃金、委託料、物品購入、
使用料などの経費

道路や公共施設など
を整備する事業費

借入金返済の経費

法や条例などにより被扶
助者に支給する経費（生
活保護費、児童手当、医
療給付など）

北広島町で一番多い歳入は、地方交付税（＝
普通交付税＋特別交付税）です。大きく占
める普通交付税の推移を見ると、町合併時
より少なくなっています。

義務的経費
（46.3％）

その他
（42.7％）

投資的経費投資的経費
（11.0％）（11.0％）

一般会計歳出　144億1,000万円　　（前年度　146億4,000万円）

政財たき ろひ ーナ況状 ーコ

※（　）は構成比

59.1

60.3

58.1

58.8
61.7

64.3

65.9

64.0

65.2

65.4

63.4
61.0

58.0
55.6

53.550

60

70

H16　H17　H18　H19　H20　H21　H22　H23　H24　H25　H26　H27　H28　H29　H30

普通交付税（決算）の推移（億円）

注：H30は決算見込
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平成 31年度当初予算

主要施策・事業
第２次長期総合計画における
テーマごとの主要事業

Ⅰ　みんなで創造する実りと活力のあるまち
　①活力ある産業のまちづくり
▶中山間地域等直接支払制度

３億５，２７７万円【継続】
▶多面的機能支払事業

１億５，７６５万円【継続】
▶森林経営管理事業（森林環境譲与税関連）

２，１８８万円【新規】

Ⅱ　誰もが愛着を持って暮らせるまち
　①個性ある魅力にふれるまちづくり
▶ 農山村体験推進事業補助金・いなか体験
サポート事業補助金

１，５８５万円【継続】
　②住みたくなる・帰ってきたくなるまちづくり
▶地域づくり交付金事業
　（地域協議会への助成金）

２，５８１万円【継続】
　③ 夢と希望、豊かな学び合いにあふれたまち
づくり
▶特別支援教育相談員・支援員の配置

３，５８９万円【継続】
▶ふるさと夢プロジェクト事業

６０６万円【継続】

Ⅲ　心身ともに健やかで安心して暮らせるまち
　①誰もが安心して暮らせるまちづくり
▶元気づくり推進事業
　（後期高齢者・国民健康保険・介護保険）

　１，６３７万円【継続】
　（合計３，１９３万円）　　　

▶豊平診療所施設管理事業
１億６，６２２万円【新規】

▶通院交通確保事業　　 ２７４万円【新規】

Ⅳ　やすらぎと便利さを感じられるまち
　①生活の利便性が確保されたまちづくり
▶生活交通運行費等補助事業
　（バス事業等への補助）

２億４，９４７万円【継続】
▶道路新設改良事業

１億４，２６５万円【継続】

Ⅴ　 住民と行政が一体となって未来を創造する
まち

　①町民の視点に立った協働のまちづくり
▶役場周辺地区都市再生整備事業

５億９，１３４万円【新規・継続】
▶スポーツを核とした地域づくり事業

６００万円【新規】 
▶担い手大学事業          ４００万円【新規】

問財政課 財政係　IP☎０５０－５８１２－１８５９
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地域おこし協力隊通信
　

退
任
の
ご
挨
拶

　

平
成
31
年
３
月
末
を
も
ち
ま
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
が
終
了
し

ま
し
た
。
３
年
間
に
わ
た
り
応
援
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
さ
ま
へ
、
厚
く
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

ふ
り
か
え
れ
ば
、
大
学
２
年
生
の
と

き
に
ゼ
ミ
で
大
朝
地
域
を
訪
れ
、
自
然

の
豊
か
さ
や
地
域
の
人
の
あ
た
た
か
さ

に
惹
か
れ
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

応
募
し
た
こ
と
が
は
じ
ま
り
で
し
た
。

　

平
成
28
年
４
月
よ
り
着
任
し
、
任
期

１
年
目
は
大
学
生
の
と
き
に
挑
戦
し
た

野
草
茶
の
販
売
や
商
店
街
の
に
ぎ
わ
い

づ
く
り
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
奮
闘
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
社
会
経
験
が
な
い
私

は
ど
う
動
い
た
ら
よ
い
の
か
、
ま
た
誰

に
相
談
し
た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、

悩
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
大
朝

張
り
と
出
会
い
、
興
味
を
持
っ
て
作
り

は
じ
め
、
任
期
２
年
目
に
は
大
朝
張
り

の
ク
ラ
ブ
活
動
が
は
じ
ま
っ
た
り
、
も

ん
ぺ
る
と
コ
ラ
ボ
し
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
り
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

任
期
３
年
目
に
は
、
活
動
を
通
し
て

北
広
島
町
内
外
に
か
け
が
え
の
な
い
仲

間
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
。

　

退
任
後
は
大
朝
地
域
へ
残
り
ま
す
の

で
、
見
か
け
た
ら
声
を
か
け
て
く
だ
さ

い
。
働
き
つ
つ
、
大
朝
張
り
を
作
り
つ

つ
、
遊
び
つ
つ
、
豊
か
な
暮
ら
し
を
送

り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

  （
大
朝
・
鳥と

や谷 

明あ

す

か
日
香
）

　

感
動
‼
の
日
々
つ
れ
づ
れ

　

私
は
、
北
広
島
町
に
来
て
、
と
に
か

く
い
ろ
ん
な
こ
と
に
感
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

最
近
で
は
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
で

車
内
マ
ッ
ト
を
き
れ
い
に
し
て
く
だ
さ

っ
た
り
、
家
族
の
よ
う
に
お
話
し
て
く

だ
さ
り
、
感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
豊
平
で
４
軒
の
個
人
商
店
さ

ん
が
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
や
通
信
に
載
せ
る
と
、
た

く
さ
ん
の
人
か
ら
応
援
し
て
い
る
・
お

世
話
に
な
っ
た
と
反
響
が
あ
り
、
地
域

の
人
と
人
と
の
温
か
な
つ
な
が
り
に
感

動
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
先
日
、
個
人
商
店
に
入
っ

た
ら
、「
お
つ
か
れ
さ
ま
」
と
迎
え
入

れ
ら
れ
て
、
魚
を
見
て
い
る
と
、「
こ

れ
は
甘
辛
く
煮
た
ら
お
い
し
い
」
と
教

え
て
く
れ
て
、
帰
り
に
は
「
お
や
す
み

な
さ
い
」
と
声
を
か
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
本
当
に
ほ
っ
こ
り
気
持
ち
が
温
か

く
な
り
、
感
動
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
特
に
感
動
を
し
た
の
が
、

桜
餅
で
す
。
豊
平
で
は
「
お
楽
し
み
弁

当
」
と
い
っ
て
、
食
事
に
お
困
り
の
方

に
お
弁
当
を
届
け
る
活
動
が
あ
り
、
週

１
回
、
公
民
館
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

が
集
ま
り
お
弁
当
作
り
を
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
お
弁
当
に
「
ひ
な
ま
つ
り
」

の
季
節
と
い
う
こ
と
で
、
桜
餅
が
付
く

と
い
う
日
が
あ
り
ま
し
た
。
私
の
知
っ

もんぺと大朝張りバッグ、背景は枝の宮神社

手作りの桜餅

て
い
る
飲
食
店
で
は
、
桜
餅
な
ど
の
付

け
合
わ
せ
ス
イ
ー
ツ
は
、
冷
凍
食
品
で

し
た
の
で
、「
桜
餅
を
手
作
り
す
る
ん

で
す
か
？
」
と
尋
ね
る
と
、「
あ
っ
た

り
ま
え
じ
ゃ
ろ
〜
」
と
の
返
事
。
北
広

島
で
は
あ
っ
た
り
ま
え
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

し
か
も
、
桜
餅
に
使
う
桜
の
葉
も
、
豊

平
で
と
れ
た
大
島
桜
と
い
う
桜
餅
用
の

葉
を
昨
年
塩
漬
け
に
し
て
お
い
た
も
の

を
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

何
で
も
買
う
の
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
た
け
れ
ど
、
何
で
も
自

分
で
作
る
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
な
ぁ
と

感
動
い
た
し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
頂
い
た

桜
餅
は
、
そ
れ
は
も
う
大
変
美
味
し
か

っ
た
で
す
。

                 （
豊
平
・
前ま

え
だ田 

奈な

つ

え
津
枝
）

7 Public Relations Kitahiroshima
  2019.5



◎
本
庁　

 

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
１
（
代
）

町
長

箕
野 

博
司

副
町
長

中
原 

健

危
機
管
理
課

課
長
兼
危
機
管
理
監 
野
上 

正
宏

竹
下 

靖
彦
・
亀
田 

祥
吾

総
務
課

課
長 

畑
田 

正
法
課
長
補
佐

　

    

植
田 
伸
二   

総
務
係

 

係
長 

田
村 

智
行 

島
田 

英
樹
・
石
井 

佳
奈
・
新
中 

達
也
・
原
田 

雄
二
・
池
松 

徹
（
課
付
）・

國
田 

千
鶴
（
課
付
）・
佐
伯 

雄
太
（
課
付
）・
紙
谷 

弥
生
（
課
付
）

行
政
管
理
係

 （
課
長
補
佐
兼
務
） 

大
本 

賢
一
郎
・
坪
内 

聡
子
・
加
藤 

祥
子
・
福
長 

三
玲

情
報
電
算
係

 

係
長 

池
田 

直
哉 

道
川 

和
樹
・
小
川 

康
貴
・
松
長 

二
三
枝
・
西
田 

昌
平

派
遣
〈
自
治
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
〉
藤
井 

明
美

財
政
課

課
長 

植
田 

優
香
指
導
検
査
監

　
　

 

高
下 

雅
史

財
政
係

係
長 

細
居 

治

久
次 

恭
子
・
大
畑 

直
也
・
田
中 

徹
・
小
林 

冬
希
・
奥 

裕
則 

管
財
契
約
係

係
長 

大
畑 

紹
子
木
村 

隆
之
・
山
岡 

裕
磨

企
画
課

課
長 

砂
田 

寿
紀

 

地
域
づ
く
り
係

 

係
長 

田
辺 

康
行 

田
中 

淳
之
・
大
内 

由
美
子
・
藤
澤 

健
次

定
住
推
進
係

係
長 

熊
谷 

忠
明
土
井 

孝
行
・
中
村 

晴
菜

政
策
立
案
室

室
長 
高
野
さ
や
か
齋
藤 

栄
一
・
向
井 

陽
介

課
長
補
佐 

       

池
田 

慶
子

千
代
田
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

税
務
課

課
長 

矢
部 

芳
彦
課
長
補
佐

　

    

五
反
田 

篤

所
得
係

 

係
長 

細
居 
操

洲
浜 

瑞
恵
・
大
内 

哲
治
・
三
上 

瑠
衣
・
賴
岡 

智
樹

資
産
係

係
長 

頼
政 

孝
治
山
縣 

宏
爾
・
国
吉 

朋
美
・
清
水 

幸
展
・
小
渕 

清
香

徴
収
対
策
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 
溝
上 
正
義
・
大
本 

恵
里
・
垣
谷 

英
一
・
浅
黄 

隆
文
（
再
任
）

 
平
成
31
年
度

行
政
組
織
新
体
制

新
体
制

行
政
組
織
・
機
構
の
見
直
し

　

高
度
化
・
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ

等
へ
の
対
応
と
、
質
の
高
い
住
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
政

組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

〈
本
庁
〉

① 

町
民
課「
国
保
年
金
係
」を「
住
民
係
」

に
統
合

② 

農
林
課「
新
規
就
農
推
進
係
」を「
農

業
振
興
係
」に
統
合

③ 

建
設
課「
管
理
係
」と「
都
市
計
画
係
」

を「
都
市
管
理
係
」に
統
合

　

ひ
と
づ
く
り
と
地
域
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、「
公
民
館
」を「
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
」へ
移
行
し
ま
し
た
。
詳

細
は
、
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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福
祉
課

（
福
祉
事
務
所
）

課
長
兼
所
長 

　
　

細
川 

敏
樹   

課
長
補
佐

 　
　

 

芥
川 

智
成  

地
域
福
祉
係

係
長 

田
中 

貴
子
沖
野 

義
史
・
藤
堂 

崇　

 

生
活
福
祉
係

係
長 

中
川 

和
美
山
本 

一
久
・
行
井 

秀
二
・
掛
田 

仁
美

子
育
て
支
援
係 

（
課
長
補
佐
兼
務
）
森
川 

恭
子
・
平 

健
蔵
・
水
越 

季
美
子
・
水
野 

雅
美
・
久
野 

と
も
え

芸
北
つ
く
し
保
育
園

園
長 

佐
々
見
博
子
佐
伯 

幸
恵

所
長 

上
田 

澄
子

新
庄
保
育
所

上
田 

和
永
・
遠
藤 

理
恵
・
小
笠
原 

麻
美

所
長 

石
川 

瑞
枝

本
地
保
育
所

田
辺 

由
美
・
吉
岡 

晶
子
・
川
本 

喜
美
代

南
方
保
育
所

所
長 

住
吉
美
寿
津
津
賀
山 

有
紀
・
鳳
山 

直
美

 

川
戸
保
育
所

所
長 

安
本 

美
和
片
桐 

裕
子

保
健
課

課
長 

福
田 

さ
ち
え

健
康
増
進
係

係
長 

頼
政
ミ
ノ
リ
迫
田 

智
恵
子
・
芳
田 

英
俊
・
小
山 

奈
那
子
・
尾
藤 

里
穗

介
護
保
険
係

係
長 

芥
川 

か
な
え

川
手 

砂
和
子
・
和
泉 

智
子

地
域
介
護
係

係
長 

門
出 

暁
子
宮
本 

真
里
・
小
田 

千
里
・
佐
々
木 

理
沙
・
宮
内 

有
香

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

次
長 

佐
々
木 

新
十

奥
田 

百
合
絵
・
萬
田 

晃
成
（
再
任
）

豊
平
保
健
福
祉

総
合
セ
ン
タ
ー

所
長

　
　

佐
々
木
靖
志

所
長
補
佐　

　
　

 

友
広 
慎
治

看
護
師
長　

　
　

  

国
原 

裕
二 

増
田 

斉

雄
鹿
原
診
療
所

所
長 

東
條 

環
樹

宮
本 

す
ま
子
・
瀧
下 

満
・
薮
谷 

真
由
美
・
酒
井 

裕
子
・
中
村 

裕
子
・

近
藤 

玉
江
・
石
部 

恵
美
子
・
雪
田 

和
也

八
幡
診
療
所

所
長 

清
戸 

翔
（
県
か
ら
派
遣
）

原
田 

典
子

芸
北
歯
科
診
療
所
所
長 

木
村 

菜
穂
子

保
手
濱 

史
代

農
林
課

課
長 

落
合 

幸
治                                         

課
長
補
佐　

　
　

 

宮
地 

弥
樹

課
長
補
佐　

　
　

 

小
椿 

治
之

農
業
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

小
椿 

美
紀
・
梅
本 

孝
宏
・
山
田 

歩
・
岡
﨑 

創
・
安
田 

圭
佑

農
地
調
整
係

（
農
業
委
員
会
事
務
局
）（
課
長
補
佐
兼
務
）
和
泉 

正
明
・
熊
本 

翔
平

林
業
振
興
係

係
長 

村
竹 
明
治
是
角 

健
二
・
前
迫 

航
平

商
工
観
光
課

課
長 

沼
田 

真
路 

商
工
振
興
係

係
長 

出
廣 
美
穂
服
部 

昌
英
・
西
岡 

直
美

観
光
振
興
係

係
長 

辰
川 

勝
則
道
川 

智
治
・
落
合 

か
る
な

派
遣
〈
ひ
ろ
し
ま
産
業
振
興
機
構
〉
瀧
野 
友
裕

町
民
課

課
長 

迫
井 

一
深
課
長
補
佐

　

    

槇
原 

ナ
ギ
サ

住
民
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

榎 

正
治
・
竹
舛 

弥
生
・
越
岡 

真
喜
子
・
小
林 

大
地

環
境
管
理
係 

係
長 

福
田 

透
江
丸
本 

江
里
子
・
反
田 

賢
太
郎

派
遣〈
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
〉
河
野 

勝
暁

所
長  

藤
吉 

数
磨
人
権
・
生
活
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

堀
亀 

志
津
江
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◎
議
会

議
会
事
務
局

事
務
局
長 

坂
本 

伸
次

田
辺 

五
月
・
大
野 

裕
紀

◎
教
育
委
員
会

教
育
長

池
田 

庄
策

学
校
教
育
課

課
長 
石
坪 
隆
雄

学
校
総
務
係

係
長 

国
吉 

孝
治
開
本 

美
由
紀
・
髙
木 

智
典
・
小
山 

渓
太
（
県
教
委
へ
派
遣
）

学
校
指
導
係

係
長 

川
上 

貴
志
藤
田 

一
友
（
県
教
委
か
ら
派
遣
）・
細
田 

充
裕

生
涯
学
習
課

課
長 

西
村 

豊 
課
長
補
佐

       
三
宅 

克
江

課
長
補
佐
       

沢
元 

史
代

ふ
る
さ
と
夢
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
係
（
課
長
補
佐
兼
務
） 

井
口 

瑞
穂
・
沖
中 

満
春
・
大
成 

純
一
郎
・
池
田 

真
未
・
黒
田 

典
子

文
化
振
興
係

（
課
長
補
佐
兼
務
） 

原
田 

靖
久
・
白
川 

勝
信
・
柴
田 

千
賀
子

北
広
島
町
図
書
館

佃 

千
賀
子

◎
芸
北
支
所　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
１
１
０
（
代
）

芸
北
支
所

支
所
長

　
　

清
見 

宣
正

支
所
長
補
佐

　
　

 

近
藤 

貞
治

（
支
所
付
）

　
　

 

足
利 

英
彰

地
域
づ
く
り
係
（
支
所
長
補
佐
兼
務
）
淀
渕 

朱
美
・
越
間 

裕
貴

住
民
係

係
長 

折
本
恵
美
子
下
杉 

昌
樹
・
藤
澤 

久
美
子

産
業
建
設
係

係
長 

後
藤 

洋
治
佐
々
木 

靖
・
伊
藤 

正
・
酒
井 

忠
典
（
再
任
）

◎
大
朝
支
所　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
２
２
１
１
（
代
）

大
朝
支
所

支
所
長

　
　

竹
下 

秀
樹

支
所
長
補
佐

　
　

 

洲
浜 

正
文

地
域
づ
く
り
係

係
長 

真
倉 

仁
司
清
水 

鉄
也
・
蔵
升 

美
菜

住
民
係

係
長 

槇
本 

妙
子
藤
田 

美
香
・
笠
道 

真
菜

産
業
建
設
係

（
支
所
長
補
佐
兼
務
）
新
谷 

明
彦
・
田
津 

正
敏
・
新
増 

栄
史

平成31年度平成31年度  行政組織行政組織新体制新体制
建
設
課

課
長 

川
手 

秀
則
　
　

  

都
市
管
理
係

係
長 

田
中 

大
作
國
芳 

顕
・
豊
田 

紘
志
・
三
吉 

由
華

土
木
係

係
長 

藤
井 

尚
志
迫
田 

弘
志
・
石
川 

一
義
・
齋
藤 

兼
治
・
松
若 

孝
亮
・
土
井 

亮
三
（
再
任
）

農
林
土
木
係

係
長 

門
出 

泰
典
吉
岡 

秀
樹
・
岡
崎 

真
也
・
土
手 

浩
嗣
・
滝
野 

修
（
再
任
）

国
土
調
査
事
務
所

所
長 

中
川 

俊
彦

専
門
員 

片
岡 

英
昭 

中
野 

真
弘
・
成
瀬 

哲
彦
（
再
任
）

上
下
水
道
課

課
長 

中
川 

克
也
課
長
補
佐　

　
　

 

寺
川 

浩
郎

管
理
係

係
長 

渡
邉 

雪
美
大
塚 

和
典
・
髙
田 

幸
治
・
清
水 

玲
香

工
務
係

（
課
長
補
佐
兼
務
）
藤
田 

一
秀
・
益
田 

祐
輔
・
藤
本 

健
悟
・
清
水 

繁
昭
（
再
任
）

会
計
室

会
計
管
理
者
（
兼
会
計
室
長
） 

畑
田 

朱
美 

専
門
員 

中
祖 

和
史
丸
川 

茜
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◎
豊
平
支
所　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
２
２
（
代
）

豊
平
支
所

支
所
長

　
　

益
田 

智
幸

支
所
長
補
佐

　
　

 

森 

孝
行

地
域
づ
く
り
係

係
長 

浅
香 

潤
観
笠
道 

百
合
子
・
表
崎 

崇
樹

住
民
係

係
長 

上
田
久
美
子
小
川 

友
里
江
・
伊
藤 

新

産
業
建
設
係

（
支
所
長
補
佐
兼
務
）
平
田 

俊
文
・
亀
寳 

真
・ 

山
本 

剛
志

（
支
所
付
）橋
坂 

知
佐

◎
北
広
島
町
消
防
本
部　

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
１
９

消
防
長

石
井 
雅
宏

次
長 

日
田 

靖
成

総
務
課

課
長 

槙
野 

一
也

総
務
係

係
長 

吉
田 

伸
也
山
下 

稔
・
佐
田 

り
つ
こ
・
乙
田 

武
・
平
田 

智
之

消
防
課

（
次
長
兼
務
）

　
　

予
防
係

係
長 

笠
道 

宏
和
田
上 

敬
明
・
須
々
木 

優
司
・
山
岡 

健
吾

警
防
係

係
長 

渡
草 

孝
夫
越
智 

義
宏
・
下
田 

宏
大

救
急
係

係
長 

友
田 

秀
治
別
府 

泰
明
・
栗
栖 

翼

通
信
指
令
係

係
長 

藤
井 

文
典
山
脇 

和
雄
・
東 

正
治
・
大
下 

正
利
・
平
河 

英
樹
・

栗
栖 

裕
哉

◎
北
広
島
町
消
防
署

署
長

松
本 

浩
二

副
署
長

加
藤 

孝
士

福
田 

雄
宏

本
署

　

 

隊
司
令

　

    

加
藤 
孝
士
第
１
隊

隊
長 

藤
井 

文
典

隊
長 

山
脇 

和
雄
山
下 

稔
・
越
智 

義
宏
・
別
府 

泰
明
・
須
々
木 

優
司
・

下
田 

宏
大
・
井
関 

秀
哉
・
栗
栖 

裕
哉
・
横
山 

愼
一
郎

平
田 

浩
一

隊
司
令

　

    

福
田 

雄
宏
第
２
隊

隊
長 

友
田 

秀
治

隊
長 

渡
草 

孝
夫
東 

正
治
・
大
下 

正
利
・
中
尾 

正
人
・
栗
栖 

翼
・

中
田 

貴
大
・
乙
田 

武
・
梶
川 

善
樹
・
平
河 

英
樹
・

敷
本 

裕
二 

・ 

千
田 

直
貴

芸
北
出
張
所

　

所
長 

有
田 

俊
一
第
１
隊

副
所
長

　
　

箕
牧 

功
治

隊
長 

有
田 

俊
一
花
木 

敏
彦
・
前
﨑 

貴
正
・
宮
本 

泰
徳

第
２
隊

隊
長 

箕
牧 

功
治
梅
木 

偉
久
・
曽
我
部 

誠
司
・
沖 

直
和

大
朝
出
張
所

所
長 

立
川 

貢

第
１
隊

副
所
長

　
　

隅
田 

雅
之

隊
長 

隅
田 

雅
之
西
田 

聖
仁
・
中
村 

英
信
・
三
宅 

晃
貴

第
２
隊

隊
長 

立
川 

貢

渡
辺 

肇
・
松
本 

和
也
・
栁
澤 

直
人

豊
平
出
張
所

所
長 

宗
下 

雅
弘
第
１
隊

副
所
長

　
　

瀧
川 
利
夫

隊
長 

瀧
川 

利
夫
山
田 

徹
・
中
村 

兼
悟
・
富
岡 

進
也

第
２
隊

隊
長 

宗
下 

雅
弘
植
木 

亨
・
下
西 

幸
典
・
有
間 

健
人
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教職員教職員の定期人事異動（北広島町教育委員会）

　平成 31年度の北広島町内小中学校・共同調理場などの定期人事異動がありました。校長を中心
として町民の皆さんに信頼される学校づくりに努め、「安全文化の創造」「健やかな体」「豊かな心」
「確かな学力」をめざして、教育活動を展開していきます。
■小学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸北 芸北小学校 國本 美幸 髙槻 雄志

大朝
大朝小学校 川上 克己 垰田 勝司
新庄小学校 大丸 哲男 （安芸高田市立吉田小） 尾﨑 恵

千
代
田

川迫小学校 上本 美代子 田村 裕子
八重小学校 神川 義紀 （再任） 立川 智子
八重東小学校 佐々木 昭典 （豊平小・再任） 出元 永子
壬生小学校 板倉 寿恵美 谷川 佳万
本地小学校 増田 浩 （庄原市立粟田小） 山城 美和

豊平 豊平小学校 二井岡 直文 （安芸高田市教委） 深井 美紀
■中学校
地域 学校名 校長　(　) は前任校 教頭　(　) は前任校
芸北 芸北中学校 河野 通之 山田 祥之 （安芸高田市立向原中）
大朝 大朝中学校 藤田 典生 佐々木 悟
千代田 千代田中学校 山田 正彦 山岡 修一 （芸北中）
豊平 豊平中学校 仲野 泰二 （本地小） 村本 勝彦
＊芸北中学校長は芸北学校給食センター長を、大朝小学校長は大朝学校給食共同調理場長を、
　豊平中学校長は豊平学校給食センター長を兼務

退
職
（
３
月
31
日
付
）

浅
黄　

隆
文　
　
（
税
務
課
長
）

隅
田　

好
則　
　
（
総
務
課　

課
付
）

萬
田　

晃
成

　
（
芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
次
長
）

滝
野　

修　
　
　
（
農
林
課
長
補
佐
）

藤
川　

弘
治

　
（
豊
平
病
院　

事
務
部
長
補
佐
）

堂
原　

千
春　
　
（
国
土
調
査
事
務
所
長
）

竹
下　

直
紀

　
（
豊
平
病
院　

事
務
部
長
補
佐
）

岡
本　

正
恵　
　

　
　
（
芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
）

伊
藤　

絵
梨

　
（
商
工
観
光
課　

観
光
振
興
係
）

〈
消
防
〉

今
本　

秀
智　
　
（
消
防
本
部　

消
防
課
）

〈
医
療
〉

高
山　

孝
弘　
　
（
豊
平
病
院　

病
院
長
）

立
川　

敬
子　
　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

山
本　

明
子　
　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

退
職

こ
の
た
び
、
次
の
職
員
が
退
職
と
な
り
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ま
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

松
本　

美
沙
子　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

花
岡　

み
ち
子　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

横
田　

妙
子　
　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

村
上　

深
雪　
　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

井
上　

幸
子　
　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

松
田　

慶
子　
　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

小
濱　

賀
奈
与　
（
豊
平
病
院　

看
護
部
）

吉
永　

綾
一  （
豊
平
病
院 

診
療
支
援
部
）

藤
山　

一
宏  （
豊
平
病
院 

診
療
支
援
部
）

西
田　

智
絵　
　
（
雄
鹿
原
診
療
所
）
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４月１日付で、４人の職員を採用しました。
どうぞよろしくお願いします。新規採用職員紹介

４４月から月から
「公民館」が「地域づくりセンター」に変わりました

　これまで公民館は、公民館講座や自主サークル活動などの生涯学習の拠点として利用され
てきましたが、多様化する住民ニーズや地域の課題に対応した地域づくりの拠点としての役
割も求められています。
　そこで、公民館の機能は今まで通り維持したうえで、より柔軟で自由度が高く、誰もが利
用しやすい「地域づくりセンター」としての運営を開始し、「ひとづくり」「協働のまちづく
り」の拠点を目指します。

変更前名称
北広島町芸北中央公民館
北広島町大朝公民館
北広島町千代田中央公民館
北広島町豊平中央公民館

変更後名称
北広島町芸北地域づくりセンター
北広島町大朝地域づくりセンター
北広島町千代田地域づくりセンター
北広島町豊平地域づくりセンター

問企画課 地域づくり係　IP☎０５０－５８１２－１８５６

会
計
室

　

丸ま
る
か
わ川　

茜あ
か
ね

自らを向上させるという意識を常に
持って積極的な姿勢で仕事に取り組
みたいと思っています。

総
務
課

情
報
電
算
係

　

西に
し
だ田　

昌し
ょ
う
へ
い平

何事にも全力で取り組み、町民の皆
様の声に応えられるよう、精進して
まいります。

生
涯
学
習
課

文
化
振
興
係

　

柴し
ば
た田  

千ち

か

こ

賀
子

自然と文化豊かな北広島町で働ける
ことを光栄に思います。お役に立て
るよう、精一杯努力してまいります。

消
防
本
部

　

平ひ
ら
た田　

智と
も
ゆ
き之

町民の方々の命や財産を守る仕事
に、覚悟を持って日々の業務や訓練
に取り組んでいきたいと思います。
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救
急
医
療
案
内
サ
ー
ビ
ス

①
広
島
県
内
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
１
２
０
‐
１
６
９
９
０
１

　
（
24
時
間
案
内
）

②
小
児
救
急
電
話
相
談

時
間　

午
後
７
時
〜
翌
朝
８
時

＃
８
０
０
０
（
IP
電
話
か
ら
は
☎

０
８
２
‐
５
０
５
‐
１
３
９
９
）

③
北
広
島
町
消
防
本
部

　

休
日
夜
間
に
診
療
し
て
い
る
医
療
機

関
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
。

　

☎
０
８
２
６
‐
７
２
‐
０
１
１
９

IP
☎
０
５
０
‐
５
８
１
２
‐
１
１
１
９

④
救
急
医
療N

et　

Hiroshim
a

　

県
内
の
「
今
、
受
診
で
き
る

医
療
機
関
」
や
「
休
日
・
夜
間

当
番
医
」な
ど
の
情
報
を
掲
載
。

休
日
・
夜
間
の
診
療
機
関

① 

安
佐
医
師
会
可
部
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

内
科
の
診
察
（
15
歳
以
上
）

診
察
日　

祝
祭
日
を
除
く
月
〜
土
曜

時
間　

午
後
７
時
30
分
〜
11
時

☎
０
８
２
‐
８
１
４
‐
９
９
１
０

健　
康康
　　
信信
通

第169回

問 保健課　
健康増進係
IP☎１８５３

楽しく運動　いいこといっぱい！
私の元気づくり体験記

元気づくり推進事業は現在 58 会場で実施
中です。参加者の声を紹介します。

原東元気クラブの皆さん
（毎週火・木  午前９時 30分～ 11時）

　

こ
の
体
操
は
会
場
が
家
か
ら
近

く
、
参
加
者
も
ほ
と
ん
ど
知
っ
た
人

ば
か
り
な
の
で
参
加
し
や
す
い
で

す
。
そ
こ
が
、
こ
の
体
操
の
良
い
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
毎
週
、
近
所
の
皆
さ
ん
と
集

ま
っ
て
話
を
す
る
機
会
が
あ
り
、
と

て
も
あ
り
が
た
い
で
す
。

　

私
た
ち
の
目
標
は
、
休
ま
ず
参
加

す
る
こ
と
で
す
が
、
他
の
用
事
で
参

加
で
き
な
い
日
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん

な
時
は
気
兼
ね
な
く
休
ん
で
、
ま
た

ひ
ょ
こ
っ
と
顔
を
出
し
、
続
け
て
参

加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

気
軽
に
参
加
で
き
、
自
分
に
と
っ

て
体
操
が
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
が
、
継
続
の
鍵
で
す
。

ス
ト
ッ
プ
糖
尿
病
②

◆
糖
尿
病
と
は

　

糖
尿
病
と
は
、
イ
ン
ス
リ
ン
が
十
分

に
働
か
な
い
た
め
に
、
血
液
中
の
ブ
ド

ウ
糖
（
血
糖
）
が
増
え
す
ぎ
て
し
ま
う

病
気
で
す
。

　

イ
ン
ス
リ
ン
は
す
い
臓
か
ら
出
る
、

血
糖
値
を
下
げ
る
こ
と
の
で
き
る
唯
一

の
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

　

食
べ
過
ぎ
、
運
動
不
足
、
肥
満
、
ス

ト
レ
ス
、
加
齢
な
ど
に
よ
り
イ
ン
ス
リ

ン
が
出
に
く
く
な
る
、足
り
な
く
な
る
、

効
き
に
く
く
な
り
ま
す
。

◆
気
づ
き
に
く
い
症
状

　

初
期
は
明
ら
か
な
自
覚
症
状
は
あ
り

ま
せ
ん
。
高
血
糖
の
状
態
が
続
く
と
、

尿
の
回
数
や
量
が
増
え
、の
ど
が
渇
き
、

水
分
を
多
く
飲
む
、
疲
れ
や
す
い
、
食

べ
て
も
痩
せ
る
な
ど
の
症
状
が
出
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◆
糖
尿
病
は
血
管
を
傷
つ
け
る

　

高
血
糖
の
影
響
を
一
番
受
け
る
の
は

血
管
で
す
。
大
量
の
ブ
ド
ウ
糖
が
血
流

を
悪
く
し
、
血
管
壁
を
傷
つ
け
ま
す
。

糖
尿
病
の
合
併
症
は
、
大
き
な
血
管
や

細
い
血
管
（
毛
細
血
管
）
が
傷
つ
く
こ

と
に
よ
り
起
こ
り
ま
す
。

　

次
回
は
合
併
症
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
お
伝
え
し
ま
す
。

②
在
宅
当
番
医
（
日
曜
・
祝
日
の
昼
間
）

　

町
内
の
医
療
機
関
が
救
急
診
療
に
対

応
。

   

救
急
医
療
案
内

　

急
な
ケ
ガ
・
事
故
・
病
気
へ
の
対
応

　

４
月
１
日
か
ら
の

　

北
広
島
町
豊
平
診
療
所
の
診
療
体
制

医師 月 火 水 木 金 土

１診 桂田 英知
（内科）

午前 〇 〇 〇 〇 〇 〇
午後 ― 〇 〇 休診 〇 休診

２診 益田 正美
（内科）

午前 ― ― ― ― ― 第１
以外

午後 ― 〇 〇 休診 〇 休診

３診
安佐市民
病院医師
広大医師

午前 亀山 原田
（月２回）奥本

土手
（月3回）

真鍋
（月１回） ―

午後 亀山 ― 奥本 休診 ― 休診
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こ
ん
に
ち
は
！

北
広
島
町
地
域
包ほ
う
か
つ括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
す
。
問 保健課　
地域介護係
IP☎１８５３

北
広
島
町

地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　

申
し
込
み
受
付
中

　

地
域
の
集
会
所
に
高
齢
者
が
集
う
場
、

サ
ロ
ン
等
が
あ
る
こ
と
は
、
閉
じ
こ
も
り

の
予
防
、
社
会
参
加
の
機
会
に
な
る
な

ど
、
介
護
予
防
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

サ
ロ
ン
等
の
活
動
を
行
う
地
域
住
民

グ
ル
ー
プ
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
補
助
内
容

　

開
催
回
数
に
よ
り
、
年
間
１
万
５
千

円
を
上
限
と
し
て
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
住
民
グ
ル
ー
プ

・ 

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
地
域
住
民
が

集
ま
っ
て
い
る
。

・ 

地
域
の
高
齢
者
が
気
楽
に
集
え
る
よ

う
、
行
政
区
、
自
治
会
等
の
単
位
で

設
置
し
て
い
る
。

・
住
民
が
主
体
的
に
運
営
し
て
い
る
。

※ 

趣
味
の
会
、
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

等
、
講
師
が
主
催
す
る
団
体
は
該
当

し
ま
せ
ん
。

◆
わ
さ
ま
ち
カ
フ
ェ

　

日
時　

５
月
９
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　

会
場　

胡
子
町
会
館

　

参
加
費　

１
０
０
円

◆
ふ
れ
あ
い
認
知
症
カ
フ
ェ
芸
北

　

日
時　

５
月
10
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
12
時

　

会
場　

 

芸
北
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー　

旧
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

◆
ど
ん
ぐ
り
カ
フ
ェ

　

日
時　

５
月
14
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

　

会
場　

 

吉
木
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

参
加
費　

２
０
０
円

◆
ふ
れ
あ
い
認
知
症
カ
フ
ェ

　

日
時　

５
月
15
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

会
場　

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

サ
ン
ク
ス
１
階

◆
か
ら
し
ろ
カ
フ
ェ

　

日
時　

５
月
28
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
30
分

　

会
場　

か
ら
し
ろ
館

　

参
加
費　

１
０
０
円

認
知
症
カ
フ
ェ

元
気
お
届
け
事
業
申
し
込
み
受
付
中

　

地
域
の
サ
ロ
ン
や
老
人
ク
ラ
ブ
等
に

講
師
を
派
遣
す
る「
元
気
お
届
け
事
業
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
健
康
運
動
指
導
士
、
理
学

療
法
士
、
作
業
療
法
士
、
歯
科
衛
生
士
、

保
健
師
、
栄
養
士
等
で
す
。
申
し
込
み

は
保
健
課
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

増
え
ま
し
た

　

芸
北
地
域
の
高た

か
の野 

ち
さ
子こ

さ
ん
が

３
月
か
ら
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
積
極
的
に
地
域
へ
出
向
き
、

困
り
ご
と
に
対
す

る
解
決
方
法
を
地

域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
考
え
て
い
き

ま
す
。

お
げ
ん
き
カ
ル
タ

今
月
の
一
枚

運動を始めるのに絶好の季節を迎え
ました。ウォーキングで心もからだ
も軽くしましょう。

●
ま
ず
は
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

　

必
要
書
類
を
保
健
課
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

今
年
度
か
ら
、
こ
の
事
業
の
窓
口
は

保
健
課
に
な
り
ま
し
た
。

15 Public Relations Kitahiroshima
  2019.5



＜納付書＞
　 令和元年５月31日（金）までに
指定の金融機関またはコンビニ
で納めてください。

納期限は令和元年５月31日（金）令和元年５月31日（金）です
＜口座振替＞
　 令和元年５月31日（金）に指定
の口座から振り替えます（残高
のご確認を）。

　平成 27年４月１日以後に新規登録した車両は新税率が適用されます。
　平成 27年３月 31日までに新規登録した車両（初めて車両番号の指定を受けた車両）は、
登録後 13年経過するまで、現行税率のままです。
　初度検査年月から 13年を経過した車両は、経年重課の税率が適用されます。今年度に
おいては平成 18年３月以前に登録された車両が対象です（電気軽自動車・ハイブリッド
軽自動車など一部対象外有り）。
※ 車両の登録年数は、所有されている車両の車検証の「初度検査年月」でご確認ください。
車両を所有されてから 13年ではありませんのでご注意ください。

　税率（年額）

初度検査年月 平成 27年
3月以前

平成 27年平成 27年
4月以降4月以降

平成 18年平成 18年
3月以前3月以前

四輪

乗用
自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

営業用 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨物
自家用 4,000 円 5,000 円 6,000 円

営業用 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三輪 3,100 円 3,900 円 4,600 円

原付、二輪自動車、小型特殊など

三輪、四輪の軽自動車

平成 31年度 軽自動車税の納付平成 31年度 軽自動車税の納付

区分 税率（年額）

原動機付自転車

50cc 以下 2,000 円
50cc 超 90cc 以下 2,000 円
90cc 超 125cc 以下 2,400 円
ミニカー等（50cc 以下） 3,700 円

二輪の軽自動車（125㏄超 250㏄以下） 3,600 円
二輪の小型自動車（250㏄超） 6,000 円

小型特殊自動車
農耕作業用 2,000 円
その他（ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ等） 5,800 円

雪上車（総排気量が 660㏄以下のもの） 3,600 円
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軽自動車
車種区分

　税率（年額）

（ア） （イ） （ウ）

四輪

乗用
自家用 2,700 円 5,400 円 8,100 円

営業用 1,800 円 3,500 円 5,200 円

貨物
自家用 1,300 円 2,500 円 3,800 円

営業用 1,000 円 1,900 円 2,900 円

三輪 1,000 円 2,000 円 3,000 円

（ア）電気自動車・天然ガス軽自動車（平成30年排出ガス基準適合又は平成21年排出ガス10%低減）
（イ）乗　  用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
　　　　　　　平成32年度燃費基準＋30％達成車
　　 貨 物 用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
　　　　　　　平成27年度燃費基準＋35％達成車
（ウ）乗 　 用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
                     平成32年度燃費基準＋10％達成車
       貨 物 用：平成30年排出ガス基準50％低減又は平成17年排出ガス基準75%低減かつ
                     平成27年度燃費基準＋15％達成車
※ (イ)、(ウ)については、揮発油（ガソリン）を内燃機関の燃料とする軽自動車に限ります。

税情報
グリーン化特例

平成 30年度（H30.4.1 ～ H31.3.31）に新規取得した一定の環境性能を有する軽四輪等につ
いて、その燃費性能に応じたグリーン化特例（軽課）が導入されています。

昨年度の軽自動車税が、上記のグリーン化特例に該当されていた方は、平成 31年度では、
四輪貨物（自家用）5,000 円、四輪貨物（営業用）3,800 円、四輪乗用（自家用）10,800 円
の税額となります。これはグリーン化特例の適用が１年限りとなっているためです。
よって、平成 31年度のグリーン化特例適用者の方は、来年度には平成 27年４月１日以後
登録の税額になります。

平成 30年年度にググリーン化特例により軽課対象象だだった方
グリーン化特特例における減減税は税 １年限り限 の適用で用 す

北広島町では、便利で安心な口座振替による納付を推進しています。
口座振替での納税を希望される方は、北広島町内の取扱金融機関窓口でお申し込みください。
<口座振替取扱金融機関>
　　広島北部農業協同組合　広島市農業協同組合　広島銀行　もみじ銀行
　　広島市信用組合　山陰合同銀行　ゆうちょ銀行

納税には便利な口座振替口座振替をお勧めします

問税務課 所得係　IP☎０５０－５８１２－１８５２
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軽自動車税の減免制度

税情報

　軽自動車税には次のような減免制度があります。軽自動車をお持ちの方で要件に該当する場合
は、本人の申請によりその年度の軽自動車税の減免を受けることができます。
●平成 31年度の減免申請期限は５月 24日（金）です（期限厳守）
　下記必要書類をご持参のうえ、役場税務課または各支所へ申請してください。
●平成 31年度の申請でもマイナンバーが必要です
お手続きの際には、マイナンバーカードなど、確認できるものをお持ちください。

■身体障がい者などの方に対する減免
　　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手帳、
精神障害者保健福祉手帳のいずれかの交付を
受けている方、あるいはその方と生計を一に
する方（もっぱら軽自動車を身体障がい者の
方の輸送を目的として使用する場合）のうち、
下記等級表に該当する方。
　普通自動車などで既に減免を受けている場
合は該当しません（身体障がい者１人につき
１台のみ）。

申請に必要な書類など
①印鑑
②納税通知書（届いている場合） 
③該当する車の車検証 
④運転者の運転免許証
⑤マイナンバーカード（通知カードでも可）
⑥ 身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育手
帳、精神障害者保健福祉手帳のいずれか
※ 既に減免の継続申請書を提出された方は
あらためて申請する必要はありません。

申請期限
5月24日（金）

区分 障害の程度
本人 家族または常時介護者

視覚障害 １～４級
聴覚障害 ２、３級
平衡機能障害 ３級
上肢不自由　※１ １、２級
下肢不自由　※１（移動機能） １～６級 １～３級
体幹不自由 １～３、５級 １～３級
心臓・じん臓・ぼうこう・直腸・小腸・
呼吸器の機能障害 １、３級

音声機能障害 ３級（喉頭摘出障害）
ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害 １～３級
肝臓機能障害 １～３級
知的障害者 A、Ⓐ
精神障害者 １級

軽自動車税　減免対象障害程度等級表（運転者によって該当範囲が変わります）

※１　乳児期以前の非進行性脳病変による運動機能障害含む

問 税務課 所得係　IP☎０５０－５８１２－１８５２
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　障がいを知り、共に生きる　

問福祉課 地域福祉係　IP☎０５０－５８１２－１８５１

　障害者手帳制度
　障がいのある方が、いろいろな援助を受けるために障害者手帳の交付制度があります。
　手帳が交付されることにより、障がい福祉サービスなどの提供を受けることができるように
なります。申請の手続きなど、障害者手帳に関することは福祉課へお問い合わせください。

障害者手帳の種類 内　　容

身体障害者手帳

身体障害者福祉法に定める障害程度に該当すると認められた方に交付
されます。障害程度の重度の方から順に１級～６級に区分され、さら
に障がいの種類に応じて、視覚、聴覚、音声言語、肢体不自由、内部
障害などに分けられています。

療育手帳

知的機能の障がいが発達期（おおむね 18歳まで）にあらわれ、日常
生活に支障が生じているため、何らかの特別の支援を必要とする状態
にあり知的障害と認められた方（年齢制限はなし）に交付されます。
障がいの程度によって、Ⓐ（最重度）、A（重度）、Ⓑ（中度）、B（軽度）
の手帳が交付されます。

精神障害者
保健福祉手帳

精神疾患を有する方のうち、精神障がいのため長期間にわたり日常生
活または社会生活への制約がある方に交付されます。統合失調症、気
分（感情）障害、てんかん、器質性精神障害（認知症、高次脳機能障
害など）、発達障害、その他の精神疾患の全てが対象です。知的障害（精
神遅滞）は含まれません。
障がいの程度によって、1級～ 3級までの手帳が交付されます。

　国民年金は、20 歳以上 60 歳未満のすべての方が加入する制度です。保険料
の納付を続けることで、老齢基礎年金や万が一のときの障害基礎年金、遺族基礎
年金が受け取れる制度です。
　平成 31年４月から、出産予定日または出産日が属する月の前月から４か月間
の国民年金保険料が免除されます。なお、多胎妊娠の場合は、出産予定日または
出産日が属する月の３か月前から６か月間の国民年金保険料が免除されます。
　産前産後期間として認められた期間は、保険料を納付したものとして老齢基礎
年金の受給額に反映されます。

4 月から
産前産後期間の国民年金保険料が免除になります

●対 象 者　　 「国民年金第１号被保険者」で出産日が平成 31 年２月１日
以降の方

●届出時期　　出産予定日の６か月前から
　　　　　　　※届出開始日は、平成 31年４月からです。
●届 出 先　　役場町民課住民係または各支所住民係

問 町民課　IP ☎０５０－５８１２－１８５４
　広島西年金事務所　☎０８２－５３５－１５０５
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ア
ウ
ト
ド
ア
で
の
火
災
に
注
意
‼

防
災
最
前
線

北広島町消防本部
IP050-5812-1119
火災情報
IP050-5812-8119

■
火
災
多
発
期
特
別
警
戒
実
施
中　

５
月
６
日
ま
で

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
定
期
的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う

　

５
月
を
迎
え
過
ご
し
や
す
い
気
候

と
な
り
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
を

利
用
し
て
家
族
や
友
人
と
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド
ア
を
予
定

さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
な
ど
で
使
用
す
る
炭
や
カ
セ
ッ
ト
こ

ん
ろ
な
ど
は
便
利
な
も
の
で
す
が
、
誤
っ
た
使
い
方
を

す
る
こ
と
で
火
災
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

炭
の
使
用
上
の
注
意

● 

炭
に
火
を
点
け
た
後
に
着
火

剤
を
つ
ぎ
足
す
と
、
引
火
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

● 

炭
火
を
消
火
す
る
と
き
は
、
火
消
し
壷
を
使
用
す
る

か
水
を
張
っ
た
バ
ケ
ツ
な
ど
に
浸
し
、
内
部
の
火
種

ま
で
確
実
に
消
火
し
ま
し
ょ
う
。

カ
セ
ッ
ト
こ
ん
ろ
の
使
用
上
の
注
意

● 

ボ
ン
ベ
が
正
し
く
装
着
さ
れ
て

い
な
い
と
ガ
ス
が
漏
れ
て
引
火

す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
向
き

を
確
認
し
て
正
し
く
装
着
し
ま

し
ょ
う
。

● 

ボ
ン
ベ
が
加
熱
さ
れ
爆
発
す
る

恐
れ
が
あ
る
の
で
、
カ
セ
ッ
ト

こ
ん
ろ
を
２
台
以
上
並
べ
た

り
、
鍋
や
鉄
板
な
ど
で
こ
ん
ろ

全
体
を
覆
っ
た
状
態
で
使
用
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
の
注
意

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
消
火
器
を

　

あ
な
た
の
ご
家
庭
に
消
火
器
は
備
え
て
い
ま
す
か
？

　

消
火
器
は
誰
で
も
簡
単
に
操
作
が
で
き
、
火
災
が
発

生
し
た
時
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
大
変
有
効

と
な
り
ま
す
。
消
火
器
は
、
大
き
く
て
重
た
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
住
宅
用
の
消

火
器
は
小
型
で
軽
量
の
も
の
や
、
カ
ラ
フ
ル
で
デ
ザ
イ

ン
も
豊
富
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
置
き
場
所
に
困
ら
ず

火
元
を
ね
ら
い
や
す
い
も
の
も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
ご
家
庭
に
消
火
器
を
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

３
つ
の
手
順
で
簡
単
操
作

● 

こ
ん
ろ
等
に
火
を
点
け
た
ま
ま
の
状
態
で
そ
の
場
か

ら
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

● 

こ
ん
ろ
の
近
く
に
は
、
燃
え
や

す
い
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

①安全栓を引き抜く

②ノズルを火元に向ける

③レバーを強く握る

ホース有り
※ 火元から1.5 ～ 2ｍ離れた
位置で操作

ホース無し
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「担い手大学（仮称）」の名称を募集します
　本町は、「第２次北広島町長期総合計画」で、総合的なまちづくりの指針を示し、計
画の重点方針を「地域に根付き、未来を担う　ひとづくり」と定めています。
　このことから、北広島町の「未来を担うひとづくり」を推進するために、「担い手大学（仮
称）」の開校に向けて準備を行っています。
　「担い手大学（仮称）」は、町民の方が誰でも参加できる複数の人材育成プログラムに
より担い手を育成し、地域が抱えるさまざまな課題を町民と行政の協働によって解決に
取り組んでいきます。
　初年度のプログラムは、多くの町民の方へ担い手育成に関心を持っていただくため、
「楽しく学べるプログラム」をテーマに検討を進めています。今後、数年計画で段階的
にプログラム内容のレベルアップを図り、将来、さまざまな分野で地域をリードし、活
動していただける人材の育成に取り組んでいきます。
　そこで、「担い手大学（仮称）」のコンセプトが表現されており、町民の方に「親しみ」
や「愛着」を感じていただける名称を募集します。「○○大学」や「○○College」「○
○塾」など自由です。応募いただいた中から選考して名称を決定します。

【担い手大学（仮称）のコンセプト】
　・ 町民が誰でも気軽に参加できるプログラム（18歳以上）
　・ 楽しく学びながら、地域課題の解決に取り組む
　・将来、地域で活躍できる人材の育成

【名称応募方法】
　本庁・各支所窓口に設置している「まちづくり意見箱」への投書または町ホームペー
ジの「まちづくり意見箱」への投稿のいずれかの方法で名称を応募することができます。
　名称の応募にあたっては、タイトルを「担い手大学（仮称）の名称応募について」とし、
氏名、住所及び連絡先を記載してください。

問企画課 政策立案室　IP☎０５０－５８１２－１８５６

締切

５
（金）

日17月

北広島町春木 960-7
☎0826-72-0324
○月～金 10:00～19:00
 
○日・祝 【完全予約制】

SEA GULL.

営

代表　鷗 三恵子

シーガル

ヘアメニュー（税抜）
■カット        
■シャンプーカット

■パーマ ￥6,000～等
■カラー

￥3,500

￥5,500～
￥4,000

■その他メニューあり
★新規の方30％オフ   ★スタッフ募集中

月曜日も営業している美容室♪

     　土   　9:00～18:00
休

広告
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小林 美咲選手

薪ができるまでの見学ツアーなど
万徳院跡できたひろ薪フェスティバル
　３月23日（土）、万徳院跡歴史公園で、きた
ひろ薪フェスティバルが行われました。里山を
作る取り組みの1つ“薪活”を体験してもらお
うと、NPO法人西中国山地自然史研究会など
が企画。薪がどのようにできるか、伐倒から玉
切り、薪割までの見学のほか、キノコのほだ木
づくりや、柄

え

にクロモジを使ったスプーンや
フォークづくりコーナーでは、子どもから大人
まで多くの人が楽しそうに体験していました。

ラグビーボールを使った遊びに挑戦

（一社）日本トップリーグ連携機構と町の主催
ボールゲームフェスタin北広島町
　３月16日（土）、豊平総合運動公園で、「ボー
ルゲームフェスタin北広島町」が開催されまし
た。イベントには、元バドミントン日本代表で、
ロンドン五輪銀メダリストの藤

ふじ い

井 瑞
み ず き

希さんな
どが講師として参加。午前の部は、約60組の
親子が一緒にボールを使った遊びで、楽しく体
を動かしました。また午後は、約100人の小学
生が、元日本代表選手たちから指導を受け、バ
レーやソフトボールなどを体験しました。

　３月10日（日）、どんぐり北広島ソフトテニ
スクラブの水

みずま

間 奈
な つ き

津紀コーチ、榎
えのもと

本 有
ゆ か

花選手、
小
こばやし

林 美
み さ き

咲選手の送別会がどんぐり荘で行われ
ました。３人ともどん北発足時からの中心メン
バーで、水間コーチは12年間の現役・コーチ
生活、榎本選手は10年間、小林選手は8年間の
現役生活に幕を下ろしました。送別会には、後

援会や地域の方など約150人が出席し、３人の
門出を祝福。後援会の藤

とうどう

堂 修
しゅうそう

壯会長からは手
作りの卒業証書が贈られました。今後、水間コー
チは地元の宮城県の大学でソフトテニスの指導
に携わり、小林選手は東京都内のスポーツ振興
財団に勤務。また、榎本選手はコーチとして新
チームを率いていきます。

「前へ」　どんぐり北広島ソフトテニスクラブ
水
み ず ま

間コーチ・小
こ ば や し

林選手が卒業　榎
え の も と

本選手が新コーチに

榎本 有花 選手 水間 奈津紀 コーチ

薪見学ツアー薪見学ツアー

ほ
だ
木
づ
く
り

ほ
だ
木
づ
く
り

ス
プ
ー
ン
づ
く
り

ス
プ
ー
ン
づ
く
り
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　千代田地域に製造拠点を構える総合医療機器メー
カーの株式会社ジェイ・エム・エス（本社：広島市）
から町内小学校へマスクの寄附があり、２月 21日
（木）、箕野町長から同社へ感謝状を贈呈しました。
マスクは、株式会社広島東洋カープとコラボした「勝
ちマスク」という商品で、カープ坊やのデザインが
子どもたちにも大変好評でした。風邪やインフルエ
ンザの予防に有効活用させていただきました。

　３月２日（土）、「自由空間No.2」と題した油絵
など 16点を本町に寄贈された宇佐川 良さんに、箕
野町長から感謝状を贈呈しました。宇佐川さんは、
廿日市市の出身で、30 年前に南方にアトリエを設
け、ここで大調和会での受賞作品をはじめ数多くの
作品が創作されました。また、地域の大人や子ども
たちと積極的に交流して絵画の素晴らしさを伝え、
本町の文化振興に大きく寄与されました。

　３月１日（金）、広島北部農業協同組合から町へ、
「平成 30 年７月豪雨災害」の復興のための義援金
をいただきました。この義援金は、ＪＡグループ広
島に対し、全国から寄せられた支援金・見舞金が北
部農協に配分され、地域防災、災害復興の一助にな
れば」（代表理事 小

お だ

田 良
よしのり

則 組合長）と、町へ寄附
をいただいたものです。これに対し、町から北部農
協へ感謝状を贈呈しました。

　昨年７月に中国地方に甚大な被害をもたらした
「平成 30 年７月豪雨災害」にて水防活動で活躍し
た北広島町消防団に、総務大臣より感謝状、消防庁
長官より防災功労者表彰が贈られました。北広島町
消防団では、土のう積みや斜面のシート張工法など
の水防訓練を毎年実施し、出水期に備えています。
町内での水防活動や町外での復旧支援活動を献身的
に行った功績が認められました。

北広島町消防団へ感謝状と防災功労者表彰

画家　宇
う さ が わ

佐川　良
りょう

さん

株式会社ジェイ・エム・エス

左から、野上危機管理課長、
橋本 寅夫（はしもと とらお）団長、箕野町長

宇佐川さんと箕野町長

経営管理本部 総務部の
石田 和幸部長と箕野町長

「勝ちマスク」

代表理事小田組合長と箕野町長

広島北部農業協同組合
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ごみを資源に！地域の宝に！～みんなで創る「ごみゼロのまち」～

平成31年度 資源ごみ分別拠点回収モデル事業の団体を募集します
　北広島町では、リサイクル意識の向上、ごみの減量化を図ることを目的に、「資源ごみ
リサイクル町民総ぐるみ運動」を展開しています。さらに、燃えるごみ削減の取り組み
として、家庭ごみの中から排出される廃棄物のうち、再資源化できるものを分別・回収
していきます。「ごみゼロのまち」を目指して、モデル事業が可能な団体を募集します。

対象団体　 資源ごみの分別・細分化に協力していただける団体
　　　　　　（「資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動」登録団体でも、新規の団体でも構いません）

補助対象
　◆必要資材（分別用コンテナ・分別標識・のぼり旗など、要相談）
　◆ （「資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動」の５品目 ＋ 新たに回収する品目）kg×７円
が、その団体の助成金になります。

対象品目
　◆ これまでの「資源ごみリサイクル町民総ぐるみ運動」の品目
　 　①古紙（新聞・雑誌・ざつ紙・ダンボール・紙パック）、②アルミ缶、③スチール缶、
　　④ペットボトル、⑤衣類
　◆新たに回収する品目（例）
　　⑥ びん類（無色びん・茶色びん・その他色びん）、⑦廃食油

問町民課 環境管理係　IP☎０５０－５８１２－１８５４

※回収品目については別途相談のうえ、決定します。芸北広域きれいセンターなどが回収します。

※写真は回収のイメージです
　かけがえのない地球を守りましょう。ごみは資源です。燃やさないごみ処理を進めましょう。
ご協力よろしくお願いします。

広告

※応募多数の場合、地域等を考慮して選定させていただく場合があります。
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看護師・准看護師
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）明和会 北広島病院
立川医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
（医）社団もみの木会 大朝ふるさと病院

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

管理栄養士
富士産業（株）中国事業部

栄養士
富士産業（株）中国事業部
介護職・介護支援専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
（医）社団慶寿会 千代田中央病院
特別養護老人ホーム 正寿園
老人保健施設あけぼの
特別養護老人ホーム　やまゆり

小売店販売員など
Life shop かわすみ
ａｕショップ　北広島店

事務員など
（株）西部興産
（株）下岡タイヤ産業
（株）ショウワコーポレーション
（医）社団慶寿会 千代田中央病院

安全衛生管理
広島イーグル（株）

営業事務
福山通運（株） 広島北支店
（有）ハナキ保険企画

営業・販売
テクノレイク（株）
喜楽鉱業（株）広島総合工場
（株）シバオ　広島サービスセンター
たびーと ホープバス協同組合
（有）ハナキ保険企画
（株）直方建材　広島店
土木建築作業員・設備作業員など
（株）竹下建設
（株）広栄建設産業
（株）森下電設工業
（株）坂本工業
（株）トエル
三次電工（株） 北広島出張所
（有）千代田電機サービスセンター
（有）ビーエム
（有）ダイケン
豊平建設（株）
（有）日高工務店
桑本建材（株）
（株）服部組
（有）溝田組
千代田建設（株）
（株）千代田工務店

現場・重機オペレーター
（有）溝田組
（株）西部興産

接客業務など
広島北ホテル

調理人
広島北ホテル
（株）誠企画
益水興産（有）

食品製造など
丸二（株）
広島協同乳業（株）
製造作業員（工場作業など）

（株）大田鋳造所 千代田事業所
テクノレイク（株）
オオアサ電子（株）
（株）セイユー
カトウ家具工芸（有）
（株）サステック
（株）タカノエンジニアリング
（株）中野石材
（株）ハタヤデザイン
（株）カセイ
北広島エコファクトリー 西日本リネンサプライ（株）
広島イーグル（株）
広島精密工業（株）氏神工場
エーエスレジン（株）
ブリヂストンタイヤサービス西日本（株）中国支社
徳山産業（株）
（株）ショウワコーポレーション
中国木材（株）
津久田工業（株）
三越鉄工

技術前処理係
喜楽鉱業（株）広島総合工場

工場内施設管理
広島協同乳業（株）
運転手（トラック・機械・バス・タクシーなど）
福山通運（株）広島北支店
喜楽鉱業（株）広島総合工場
（有）大朝交通
ちよだタクシー（株）
北広島タクシー
（株）下岡タイヤ産業
（株）竹下建設
（有）ダイケン
（有）豊平交通
桑本建材（株）
今井運送（株）
（株）輝陽

自動車技術（自動車整備）
車検の速太郎　千代田店

自動車検査員
車検の速太郎　千代田店

農業
（有）千代田ファーム
（有）北広島町農林建公社

農産物の管理・接客
豊平建設（株） 豊平どんぐり農園

スポーツ
大朝まちづくり（有）

倉庫作業
広島協同乳業（株）
（株）ショウワコーポレーション

工事・清掃
三次電工（株）北広島出張所

正社員の募集

看護師・准看護師
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
（医）明和会 北広島病院
（医）社団せがわ会 千代田病院
特別養護老人ホーム やすらぎ
立川医院

看護助手
（医）社団せがわ会 千代田病院
（医）社団慶寿会 千代田中央病院　
介護職・介護支援専門員など

特別養護老人ホーム やすらぎ
グループホーム・デイサービス　きららの里
社会福祉法人　三矢会
芸北小規模多機能ホーム・芸北デイサービス
特別養護老人ホーム ゆりかご荘
北広島町社会福祉協議会
（医）社団せがわ会　通所・訪問介護事業所
障害福祉サービス ホームきずな・ぴいぱぶ
あけぼの訪問介護事業所
（有）サカコーポレーション

歯科衛生士
（医）共愛会 みやけ歯科医院

受付及び歯科助手
（医）共愛会 みやけ歯科医院

管理栄養士
富士産業（株）中国事業部

栄養士
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）
富士産業（株）中国事業部

小売店販売員など
Life shop かわすみ
（有）種浦商店≪セブンイレブン広島千代田インター店≫
（株）フレスタ　サンクス店
メイト（有）≪セブンイレブン千代田本地店≫
メイト（有）≪セブンイレブン千代田春木店≫
（株）ザグザグ（ドラッグストア ザグザグ千代田店）
ローソン千代田インター店
メイト（有）≪セブンイレブン大朝店 ≫
高谷（株）（ファッションハウスルックルック千代田店）
auショップ　北広島店
ローソン北広島町　蔵迫店
alzo 千代田店（アルゾ ちよだてん）

事務員など
福山通運（株）広島北支店
テクノレイク（株）
車検の速太郎　千代田店
（株）ハタヤデザイン
（株）大田鋳造所 千代田事業所
エコートレーディング（株）広島支店
（株）西部興産
（株）インプレックス
ヤマト運輸（株）広島千代田センター

営業事務
（有）ハナキ保険企画

フロント受付業務
千代田ゴルフ倶楽部

土木作業員など
（有）ビーエム

接客・調理補助など
千代田ゴルフ倶楽部
（有）新見仕出し店
（株）サルボ両備　寒曳売店
（株）フレスタ　サンクス店
芸北文化ランド
（株）むさし
（株）どんぐり村
広島北ホテル
田原温泉5000年風呂
お好み焼き 三八 松浦
（株）バルコム（長笹 樂山）
（株）亀の家（アザレア千代田）
タカキベーカリー 千代田工場内 グリーンハウス（株）

接客・調理補助など
（株）誠企画
（株）きたひろ市場
へんぽこ茶屋
富士産業（株）中国事業部
エームサービスジャパン（株） やまびこ広島事業所
大新東ヒューマンサービス（株）広島営業所

食品製造など
（株）タカキベーカリー  千代田工場
（株）フレスタ　サンクス店

微生物検査業務
（株）アンデルセンサービス

製造作業員（工場作業）
（株）キャリアメイク
（株）セイユー
（株）ショウワコーポレーション
（株）タカノエンジニアリング
オオアサ電子（株）
（株）ハタヤデザイン
（株）サルツ
テクノレイク（株）
（株）カセイ
（株）やまびこ　広島事業所
日本機電西日本販売（株） 千代田センター
徳山産業（株）
（株）クリエイト
（株）ダスキンプロダクト中四国
（株）MINING（まいにんぐ）
（株）ホットスタッフ広島
（有）千代田ハーネス
（株）インプレックス

洗浄業務
富士産業（株）中国事業部

排水処理場管理業務
広島イーグル（株）

郵便配達員
郵便局  千代田・豊平・大朝・芸北

運転手（マイクロバス）
大新東（株）広島営業所

運転手（フォークリフト）
（株）インプレックス

検品・仕分け・梱包作業
姫路合同貨物自動車（株）ジュンテンドー芸北配送センター
（株）Kouei　Chemical（こうえい　けみかる）

倉庫作業など
エコートレーディング（株）広島支店

業務員
福山通運（株） 広島北支店
ヤマト運輸（株）広島千代田センター

清掃
サマンサジャパン（株）
（有）ホームクリーン
三次電工（株）北広島出張所

キャディ
千代田ゴルフ倶楽部

警備員
（株）タック
（株）ニットー 三次営業所

農業
（有）山本屋養鶏場
西日本高速道路エンジニアリング中国（株）北広島農場
（有）千代田ファーム
中原ファーム

農産物の管理・接客
豊平建設（株）　豊平どんぐり農園

美容業
Appreciate（あぷりしぇいと）

保育士
蔵迫保育所

保育士＋保育補助
蔵迫保育所

パートの募集人情報コーナー求 平成31年
４月１日現在 

問 北広島町求人情報センター（企画課 定住推進係内） 
    IP☎ ０５０－５８１２－１８５６

＊広報紙発行日に、すでに募集が終了している場合もあります。
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◎困ったときは、消費生活相談室へ !!
　 北広島町消費生活相談室
　 ☎０８２６ － ７２ － ５５７１［消費生活相談室専用］
毎週木曜日（祝日・年末年始除く）10時～12時 ・ 13時～16時
問 広島県生活センター 
　☎０８２ － ２２３－ ６１１１
　月～金曜日（祝日・年末年始除く）９時～17時
問 北広島町人権・生活総合相談センター
 　                    IP ☎０５０ － ５８１２ － ５０２０

簡単に高額収入を得られません
「情報商材」のトラブル

>>> Population 人口と世帯

>>> ￥￥￥ 納期限

［３月末日現在］　　　　（　）：前月比
    人　口    人　口 18,671 人18,671 人 （54減）（54減）

    転　入    転　入 105人105人

    転　出    転　出 141人141人

　 出　生　 出　生 8人8人

　 死　亡　 死　亡 26人26人

    世帯数    世帯数 8,571 世帯8,571 世帯 （４減）（４減）

>>> Editor's postscript 編集後記

Stop
費者トラブル消

●軽自動車税
●固定資産税［１期］

 ５月31日（金）

◆一旦幕を閉じた大朝の福光酒造の歴史が
再び刻まれています。13年ぶりに、「朝光」
の名が復活。福光寛泰さんの復活にかける
思い。穏やかな口調ながらも、熱意と、広
がる夢への期待が感じられました。地域に
愛されてきた「朝光」だからこそ、その復
活は、地域の人にとっても感慨深く、また、
支えたいという気持ちも一入のようです。
どんなどぶろく「朝光」がお目見えするか、
４月末が楽しみです。さて、３年間、広報
紙の担当を務めてきましたが、５月号を最
後に後任へバトンタッチです。取材を通じ
て、活躍する子どもたち、地域を盛り上げ
ている町民の皆さんに力を頂いてばかりで
した。皆さんに少しでも恩返しができるよ
う、頑張ります。引き続き、「広報きたひ
ろしま」をよろしくお願い申し上げます。

　「老若男女誰でもす
ぐ収入が得られる」と
いうメールマガジンを
見つけ、約30万円で情
報商材とソフトウエア
を購入したが、ソフトウエアが起動せず、収入
が得られない。苦情を伝えると月収１千万円を
得られるという上位のコースを勧められた。「必
ずフォローする」「代金50万円を半額にする」
と強引に誘われ、断り切れず契約したが、その
後連絡はなく、全くフォローもない。
（60歳代　女性）

≪ひとこと助言≫　
●副業や投資等で高額収入を得るためのノウハ
ウ等と称してインターネット等で販売されて
いる情報のことを「情報商材」と言います。
●広告等をきっかけに、簡単に収入が得られる
と信じて契約したものの、広告や説明と違っ
て収入が得られないという相談が多数寄せら
れています。情報商材をきっかけにソフトウ
エアやコンサルティング等を契約させられる
ケースもあるので注意が必要です。
●簡単に高額収入を得られることはありません。
寄せられた相談をみると、実際にはあまり価
値のない情報が高額で販売されていますが、
契約前に内容を確かめることが出来ないので、
安易に信用して事業者に連絡しないでくださ
い。
●不安に思ったときは、早めに北広島町消費生
活相談室、または広島県生活センターにご相
談ください。

（参考：見守り新鮮情報　第330号）

問
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北広島町観光写真コンテスト入選作品きたひろを撮る Photograph of  Kitahiroshima
No.34

【入選】華暮れなずむ　〔撮影場所：豊平地域〕

【
第
12
回（
平
成
29
年
）入
選
】

撮
影
者　

銅ど
う
ど
う堂　

千ち

よ

み
代
美
さ
ん

（
北
広
島
町
阿
坂
）

　

中
原
小
田
掛
の
枝
垂
れ
桜
が
満
開
と
の
知
ら

せ
を
い
た
だ
き
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
桜
を

撮
ろ
う
と
出
か
け
ま
し
た
。

　

夕
方
、
雨
が
降
り
出
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後

に
山
霧
が
出
て
来
ま
し
た
。
空
は
青
く
刻
々
と

移
り
変
わ
る
霧
、
枝
垂
れ
桜
の
濃
い
ピ
ン
ク
に

浮
か
び
上
が
っ
て
幻
想
的
な
姿
に
、
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
何
度
も
切
り
ま
し
た
。

　

い
つ
も
桜
の
季
節
に
な
る
と
、
地
元
の
人
の

「
早
く
撮
り
に
来
い
」
と
の
嬉
し
い
知
ら
せ
に

感
謝
し
、
北
広
島
町
の
桜
を
撮
り
に
出
か
け
ま

す
。
ど
の
桜
も
そ
れ
ぞ
れ
の
美
し
さ
が
あ
り
、

出
か
け
る
た
び
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

私
が
写
真
を
撮
り
始
め
た
の
は
10
年
前
。
友

人
と
一
緒
に
撮
り
始
め
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　

な
か
な
か
思
う
よ
う
な
写
真
は
撮
れ
ま
せ
ん

が
、
楽
し
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
北
広
島
町

の
自
然
を
撮
り
に
出
か
け
た
い
と
思
い
ま
す
。


